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図書室だより 
 

2、3年生は進級、新 1年生はご入学おめでとうございます。私は学校図書館支援員の藤原直哉です。これから図

書室を盛り上げていきますのでよろしくお願いします。図書室には特集コーナーを毎月設置しています。今回は

「部活動の本」です。図書室のおすすめ本を紹介しています。貸出もできますので見に来てください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

     

 

何事にもやる気や意義を見出すことができないでいた高校生小栗が、ちょ

っとした出会いから入部したのは校内一マイナーな「昆虫部」。活動に参加

して昆虫の驚くべき生態を知っていくうちに・・・。昆虫部という耳なじみ

のあまりない部活動を題材とした青春物語！ 

物語の区切りには昆虫のことが知られるコラムがのっています！ 

 

 

『昆虫部』 

大野正人/著 文響社 280/お 

 椙本孝思/著 幻冬舎 913/ひ 

 

  

 田中夕子・青木美帆・日比野恭三・菊地高弘・オザワ部長/文 

くじょう/絵 ポプラ社 37/せ 

 

  

『青春サプリ 好きだから負けたくない』 

 こんな部活に入ってみたい！青春×涙の実話ショートストーリー。実際にあっ

た話だからこその熱と爽快な読後感があり、1話 1話が長くないのでちょっとした

休憩時間にも読めます。 

同シリーズのうち他にも 2冊が図書室にも所蔵していますので、気に入った方は

そちらもいかがでしょうか？ 

 

この世界には天才という特定

の分野に非常に優れた人がいま

す。その中で有名になった人も

いますが、有名にならなかった

人もいました。この本ではそう

いったあまり有名にならなかっ

た天才たちが何をしていた人な

のか、なぜ有名にならなかった

のかを紹介する本です。 

修学旅行専用列車が初めて運行した日 

1959 年 4 月 20 日、昭和 34 年のこの日、修学旅行に行

く子どもたちのための、修学旅行専用の列車が誕生しま

した。このような専用列車がつくられたのは、大勢の子

どもたちを一度に、安全に、速く、安い金額で運ぶため

です。その後 1964年に東海道新幹線が運行を始めると、

新幹線の利用が主流となり、在来線の専用列車は役目を

終えて姿を消していきました。 

【参考】『1年まるごときょうはなんの日』 

1年まるごときょうはなんの日？委員会/編 

20/い 文研出版 

『早すぎた天才 
知られてないけど、すごかった』 



1. 新聞を一部図書室にも置くことにな

りました。 

2.「新しい本コーナー」は毎月更新予定で

す。ぜひ見に来てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開室日は月・火・水・木・金です。 

開室時間は、昼休みです。 

貸出冊数は最大 2 冊までです。 

返却後は所定の棚へ戻しましょう。 

期限は 2 週間です。 

期限は必ず守ってください。 

まだ読みたい場合は返却後、 

もう一度貸出を行ってください。 

調べ物の図書、読みたい図書を、 

お探しします！ 

お気軽に声をかけてください♪ 

 蛇蔵＆海野凪子/著 KADOKAWA 810/へ 

 外国の人に日本語を教える日本語学校の教師をしているなぎこ先生

が、生徒たちからの素朴な質問や授業内外であった日本語にまつわる雑

学を教えてくれるコミックエッセイ！ 

普段何気なく使っている言葉の中には思いもよらない意味や経歴があ

るのかも！？ 

柳田理科男/著 /絵 KADOKAWA 40/や 

「タケコプターで空は飛べるの？」といったマンガ、アニメや特撮

の世界での気になることを現実にやろうとしたらどうなるのかな？

どうやったらできるのかな？ということを実際に考えてみた本で

す！ 

関連本として「空想法律読本」や「空想英語読本」というシリーズ

も図書室にありますので、良ければ合わせて楽しんでみてください。 

 

知っておくと良い図書室情報 

 

☆図書室では希望の本をリクエストする 
ことができます。カウンターにある 
リクエストカードに読みたい本を記入 
してください。 
 
☆支援員不在時には返却ボックスに 
図書を返却することができます。 
ご活用ください。 

 

 

 

 

『ジュニア空想科学読本』 

『日本人の知らない日本語』 


